
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

狛江市民憲章見直し検討委員会 ／ 狛江市 

平成 30 年３月 

 

 
 

 

平成 29 年度 



 



    
  

■ 事業実施目的                             

市民憲章を制定してから 40 年が経過し、市民憲章を知らない市民も多い。市民憲章は本来、

狛江の市民のためのものであり、市民が狛江に誇りと親しみを持てるように見直しを検討す

る。 

 

 

■ 主催                                 

 狛江市民憲章見直し検討委員会／狛江市 

 

 

■ 事業形態                               

 狛江市民憲章見直し検討委員会と狛江市との市民協働事業 

 （平成 28 年度行政提案型市民協働事業） 

 

狛江市民としての連帯感や誇りを持ち、地域の課題を共有するためには、市民憲章のよう

な理念を市民が認識することが必要である。そのためにはもっと分かりやすく、市民が覚え

やすい市民憲章であることが求められる。 

市民の思いを盛り込んだ市民憲章となるよう、平成 28 年度より市民で構成する検討委員会

が主体となり市と協働して取り組んでいる。 

 

 

■ 検討委員会メンバー                          

 

役職 氏名 

委員長 石黒 健司 

副委員長 愛甲 悦子 

委員 雨宮 法男 

 新井 久代 

 和泉 望 

 児崎 豊満 

 細谷 明美 

 前川 省子 
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■ 委員会開催概要                            

 

 日時・場所 内容 

第５回 

(平成 28 年度

より続き) 

平成 29 年５月 25 日（木） 

午後７時 防災センター302会議室

・平成 29年度の進め方について 

・市民憲章見直しのためのキーワー

ド募集について 

第６回 
平成 29 年８月８日（火） 

午後７時 市役所特別会議室 

・市民憲章見直しのためのキーワー

ド募集について 

・市民まつりにおける記念品引き換

えについて 

第７回 
平成 29年 12 月 14 日（木） 

午後７時 防災センター302会議室

・今後のスケジュールについて 

・市民憲章見直しのためのキーワー

ド募集結果について 

・見直し後市民憲章の文案について

 第８回 
平成 30 年２月 15 日（木） 

午後７時 防災センター403会議室

・今後のスケジュールについて 

・市民憲章見直しのための文案募集

について 

・アドバイザーの選定について 

 

■ 市民憲章策定スケジュール                       

 

平成 28 年度     ◇委員会での意見抽出 

◇策定方法の検討 

 

平成 29 年度     ◇市民意見の収集 

 

平成 30 年度     ◇市民憲章文案の募集 

◇アドバイザーによる校正 

◇パブリックコメント 

◇市民憲章決定 

 

平成 31 年度     ◇周知・広報 

◇最終調整 
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■ 市民憲章見直しに向けたアンケートの実施                  

 市民憲章の文案を考えるうえで、狛江市の将来のイメージを把握するため、アンケートを

実施した。対象者は以下の通り。また、設問および結果については別紙①～④を参照。 

 

実施期間 対象者 回答数 結果 

平成 29年 10月 11日～31日 市立小学校６年生 457 別紙① 

平成 29年 10月 11日～31日 市立中学校３年生 410 別紙② 

平成 29年 10 月 28 日、11 月

３日、他 

オリンピック 1000 日前イベ

ント参加者、地区対抗 45 人

リレー参加者、市役所総合案

内来訪者 

125 別紙③ 

平成 29年 11 月 12 日 市民まつり参加者 287 別紙④ 

 

 

■ 平成 30 年度に向けて                            

 平成 30 年度内の素案決定に向けて、更なる市民意見の収集を行う。 

 

１．市民意識調査において市民憲章に関する設問を１問設ける。 

･･･平成 29 年度に実施したアンケートでは、一般からの回答数が小中学生の約半分とな

っている。そのため、更に広い意見の収集を目的として市民意識調査に設問を設ける。 

 

２．文案の公募を行う。 

  ･･･新しい市民憲章を考えるにあたり、上記アンケートの他に、広く文案を公募する。文

案のヒントとして、委員それぞれに文案を出し合ったものを例文として挙げる。応募

いただいた方には記念品を贈呈し、応募のきっかけづくりと市民憲章の周知を図る。 

 

 ＜公募に先立ち文案を考えた委員からの感想＞ 

・毎日考えて、他市の憲章を調べたりもしたが、難しかった。 

・市民憲章の中身より、どのように皆に印象付けるか、覚えてもらえるかに重きをおいて考

えた。作り変えることも大切だが、新しいものをいかにして伝えていくかも大切だと思う。 

・小項目、中項目、そして大項目として市民憲章の理念をかかげる必要がある。取りとめが

ない、何が言いたいのかわからないといったものは避けたい。 

・今の市民憲章には「狛江」という言葉が入っていないが、委員皆の考えた文案には入って

いる。 

・自分達が大好きな狛江を知ってほしい、ＰＲしたい、という気持ちで文案を考えた。 

・住んでいる人が狛江を好きにならないと市民憲章があっても意味がない。何か芯になるも

のがひとつあるといい。 
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　狛江市民憲章見直しのためのアンケート　実施結果

　　◆回答者について

回収場所／数

・オリンピック1000日前イベント ６人

・地区対抗45人リレー 74人

・総合案内 45人

男, 53

女, 71

＜性別＞
20歳未満, 

13

20歳代, 8

30歳代, 20

40歳代, 43

50歳代, 11

60歳代, 10

70歳代, 14
80歳以上, 3

＜年齢＞

10年以下, 
51

11～20年, 
21

21～30年, 
6

31～40年, 
21

41～50年, 
14

51～60年, 
4

60年以

上, 4
＜居住歴＞

8

別紙③



　　◆“狛江市”について、将来めざしたいイメージに合うものを３つ選んでください。

57 ①

21

48 ②

14

9

11

19

18

46 ③

42 ④

23

9

11

10

15

23 ⑤
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　　　　○「17.その他」コメント

・ センスの良いまちだったらいいな。

　　◆狛江の好きなところを教えてください。

◎ コンパクト、小さな市であるところ。

◎ 顔のわかる人が多い（つながりがある）

・ 市が狭いので行政、交通利用に便利

◎ 緑が多く、環境が良い

◎ 安全な町

・ 今日（45人リレー）みたいなイベントができること。

・ きれいな風景がいっぱいのところ

・ 暮らしやすい

・ 子育てしやすい。あそび場がたくさんある。

◎ 坂がないところ。役所も近い。交通の便がいい。

◎ 静かで暮らしやすい。街がきれい。

・ 地元の交流機会がたくさんある

・ 住みやすさ、地元の方と他から来た方の隔たりがあまりないように感じます。

◎ 多摩川の狛江、水辺の楽校

・ 多摩川のほとりにある事。畑や古墳が町と調和していること。高低が少なく、なだらか

で移動しやすい。

◎ 治安が良いところ。都心に近い割りに緑が豊か。

・ 地産野菜が多くて好きです。

・ 都心に近いのに緑豊か。住民が優しい。

◎ のどかなところ

・ 水と緑の街

・ 昔からの近所付きあいがある所。

・ 泉龍寺が焼失したので、以前の過去帳はないのが残念である

14. 交通環境が良いまち

15. 環境にやさしい、きれいなまち

16. 地域のつながりが強いまち

17．その他

８．皆が優しいまち

９．子育てしやすいまち

10．だれもが住みやすいまち

11．健康に暮らせるまち

12. 教養を高めあうまち

13. 美しい景観、まち並みのあるまち

６．歴史・文化財を大切にするまち

７．にぎわいのあるまち（多彩なイベントなど）

１．水と緑が豊かなまち

  ２．狛江ならではの文化をはぐくむまち（音楽、絵手紙など）

３．安心安全に過ごせるまち

４．コンパクトさを生かせるまち

５．農・商・工業の調和の取れたまち
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・ 駅を降りて空間がひらけているところ。適度にしゃれた店も増えてきている。川がある。

・ 地味ながらイベントが多い。

・ 五本松周辺、野川の桜が咲く頃

・ 狭くていろんなところに手が届く。逆にそれがこせこせした感じがして嫌いなところでも

ある。

・ 多摩川、野川（カワセミ、白サギ、青サギ）気持ちが晴れる。

・ ビールフェス楽しかったです！コミュニティーバスこまバスいつも利用させていただいて

います。

・ 歴史を感じることのできるスポットが多い

・ 都心に近いのに、心和む。自然に癒されます。平坦な地形は子育て中の若い人たち、

そして高齢の人たちにもやさしくすみやすいまちだと思います！これからもコンパクトさ

を生かし、顔の見える良い関係づくりが更に広がるといいですね！

　　◆狛江市市民憲章について思うことがありましたら、ご自由にお書きください。

・ 漠然としすぎている。

・ 安心安全は日本一をめざしてください。

・ 住みよいまちになれば良いと思います。

・ こまえは、しぜんゆたかでくうきがおいしい

・ とても当たり前にできないといけないことが書いてあるからいいと思う。

・ 大事なことが掲げられていると思います。見直すという事よりも、もっと市民に浸透して

くれればと思います。（居住歴13年、40歳代、男性）

・ そのようになってないと思う。

・ 水と緑のまちというフレーズは子どもの頃から聞きなれていて、狛江と言えばと思って

いるので残していってほしいです。（居住歴36年、30歳代、女性）

・ インパクトがありません。パンチのきいたものに変えていきたい。

・ 緑と年の融合。住民のふれあい豊かな街。

・ 今のものもステキだと思います。せっかくなので、宣伝力のあるハリセンボン春菜さん

を存分に活躍して欲しい！狛江市民もしらない人多いはず。（居住歴１年、20歳代、女

性）

・ やさしい言葉で、奇をてらわない、よくばっていくつもかかないこと。

・ 狛江市市民憲章は50年前に市民の総意でつくられたと思う。そういう価値あるものを50

年経ったからといって見直す必要があるのか疑問だ。内容も「公害」問題は最近あまり

言われなくなったので、せいぜい「地球温暖化問題」を入れる程度で、「地球にやさしい

まちをつくります」と変える程度である。（居住歴32年、80歳代、男性）

・ 市民が健康で豊かに暮らせるまちにしてほしい。日本で一番健康で長生きできる（寝た

きり、認知症のない）まちをめざしてほしい。

・ 中身がともなってない。残念！！

・ 四、健康という事がよくわからない。パラリンピックもあるし身体が不自由でも働きたい。

心が闇につつまれていても働きたい。

・ 市民憲章については必要なことなので見直して実行してください。

・ 水と緑のまち、の名に恥じないよう、自然環境にさらに力を入れて、都心に近い市のオ

アシス的な存在になれるよう希望します。

10



　狛江市民憲章見直しのためのアンケート　実施結果

　　◆回答者について

回収場所／数

・市民まつり 市民ひろば会場 160人

・市民まつり オリパラブース 103人

・その他 24人

男, 112

女, 190

＜性別＞
20歳未満, 

24
20歳代, 17

30歳代, 49

40歳代, 7250歳代, 34

60歳代, 45

70歳代, 52

80歳以上, 
11

＜年齢＞

市内在住, 
238

市外在住, 62

＜居住地＞

市外在住：

清瀬市、多摩市、世田谷区、西東京市、

大田区、調布市、大和市、府中市、埼

玉、川崎市、足立区、江戸川区、葛飾

区、中野区など

別紙④

11



　　◆“狛江市”について、将来めざしたいイメージに合うものを３つ選んでください。

160 ②

88 ⑤

188 ①

54

40

49

64

53

155 ③

133 ④

74

29

80

84

63

70

15

　　　　○「17.その他」コメント

・ 福祉の充実

・ 住みよいまちを行政と市民がともにつくりあげていくまち

・ 障がい者にもやさしい

・ 名店の誘致

・ となり近所ケンカのないまち。

・ 人を少なく。開発しない。

　　◆狛江の好きなところを教えてください。

・ ２年前まで住んでいました。小さいけれど、お店もたくさんあって、多摩川が近くて、大

好きなところです。

・ 60年近く住んでいますが、都心に近く、買い物にも便利、とても住みよいまちです。

・ あまり大きくないこと。道路が平坦。緑が多い。畑などあり、田舎の感じ。

◎ 安心安全

・ イベントが多い。お友だちがたくさん。小さいけど楽しい。

◎ イベントがたくさんあって、盛り上がりがあるところ

・ 絵手紙。都心に出やすい。

・ 大きくなく、文化的ですみやすい

・ 穏やかな市民と環境

・ 落ちついて生活できるところ

13. 美しい景観、まち並みのあるまち

14. 交通環境が良いまち

15. 環境にやさしい、きれいなまち

16. 地域のつながりが強いまち

17．その他

12. 教養を高めあうまち

１．水と緑が豊かなまち

  ２．狛江ならではの文化をはぐくむまち（音楽、絵手紙など）

３．安心安全に過ごせるまち

４．コンパクトさを生かせるまち

５．農・商・工業の調和の取れたまち

６．歴史・文化財を大切にするまち

７．にぎわいのあるまち（多彩なイベントなど）

８．皆が優しいまち

９．子育てしやすいまち

10．だれもが住みやすいまち

11．健康に暮らせるまち
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・ お祭りが楽しい。

・ 買い物がゆっくり出来るところ

・ 顔がみえるまち

◎ 河川など、自然がゆたかなところ

・ 喜多見より食べ物やさんが多い

・ 草林等がある所

・ 公園が多い

・ 交通の便が良い

◎ 子育てしやすい。のんびりしている。

・ 子どもが多いところ

・ 古墳が多い

・ ごみごみしていないところ

◎ コンパクト

・ 坂道がなく、フラットなロード環境

◎ 静かで落ちついた感じがする。

・ 自然、まちの中にケバケバしさ（いやらしい看板）がない

・ 市の方も皆親切で勉強になる行事が多いので楽しみです。

◎ 市民がやさしい人が多い

・ 商業施設がないところ

・ 職員が親切

・ 新宿まで20分！！

◎ 住みやすいところ

・ せんりゅうじ

◎ 多摩川

・ 市民協働

・ 市一体のイベント、市長が大変身近に感じるところ。

・ 農地があり市民自治の街。

・ 共働作業がすくない！清掃等

◎ とんぼ公園、あいとぴあ

・ 日本で２番目に小さいという利点を生かしてミニマムだけどクオリティの高いサービス

があるところ

◎ 農家も多く、緑も多い。健康や音楽にも大変力を入れてとても良い！

◎ のんびりした感じ

・ 畑がいっぱい残っている

・ 人がいい。ふるさと愛がある。

・ 人ごみが少なくのどかなところ。町内のコミュニケーションがとれているところ。のどか

で落ちつける環境。

・ 人々が優しいです！木々、町並み、桜きれい。

・ 東京03。都外の人にほとんど知られていないところ。

・ 平和なまち

◎ 歩道が広い

◎ 緑が多い

・ 緑が豊か、のみ。世田谷赤堤から引っ越してきましたが、品物がないわりに物価が高

い。お百姓がのさばっていて大変けちな町。40年前の日本が残っている。他資本を入

れてもう少し開発したらいかが。

・ 野菜がおいしい
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・ 豊かなまちづくりをめざしている姿勢

◎ 人とのふれあいが多い。地域のつながり

・ 自然多く、その自然を町全体で守ろうとしている心優しく元気な市民が多いところ。

・ 駅前ライブ。市ロビーコンサート

・ 図書館と大きな木

◎ 絵手紙発祥の地

　　◆狛江市市民憲章について思うことがありましたら、ご自由にお書きください。

・ 覚えやすい文章でお願いします。

◎ あまり知られていなくて、目立っていないから、もっと目立たせたほうがいい。

・ そのまま受け継ぐ

・ 人にやさしいものにしていただきたい

・ 「自治と支えあい」を入れてください！

・ 「二」は変えたほうがいい

・ 広報誌でのもっとくわしく解説を願いたい。

◎ 今のままでも良いと思います。

・ 地域学校家庭が一緒に成長できるまち

・ とても良い言葉が多くいつも心の中でふくしゅうしています。（市内在住、80代、女性）

・ 市内には水と緑がありません。市民憲章も見直すと共に、水と緑のまちも見直してく

ださい。

・ 豊かな街づくりのイメージを大切に

・ みんなが住みやすい狛江になってほしい

・ 55年目の狛江在ですが、段々と住みよくなり、年老いた今特に住みやすいと感じます。

税金が高くて貸室持っていてもふーふーです。（市内在住、70代、女性）

・ わかっているような、わからないような状態なので、わかりやすく！！お願いします。

・ 市民憲章の人間味豊かな市民社会は是非のこしてください。

・ 市民１人１人を大切にする！弱い人の立場を大切にする。

・ 見直しは大切なことと思う。

・ 憲章があるけど、ニトリの建設時に無視されるなど形骸化していると思う。市民のより

どころなので、有効に利用してほしい。

・ 何か分からないけど何かよさそう。あいさつ大事。

・ 高齢者も多くなってきたので、福祉にも力を入れ、市民憲章に取り入れてもらいたい。

（市内在住、60代、女性）

・ 市民の声が届きやすい市へ。

・ 昭和50年策定されたので、公害など、現代では教科書などでしかなじみのない文言

があって、親しみにくい。（市内在住、20代、女性）

・ 項目を将来の向かってのことばにしていったらどうでしょうか。

・ 子どもでも理解できる憲章にしてください。

・ 安心安全な街をアピールしてもらいたいです。

・ ご近所とのお付き合いが少なくなっているのが、現代の課題にもなっていますが、互

いに助け合い連帯のあるまちをつくる事は災害時などにも役立ちとてもいいことだと

思います。
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・ 子どもに関する一文があると良い。

・ 憲章をめざした40年の証が今現在の市だと思います。

・ 憲章の掲示場所については、市役所広場階段横及び駅前交番横に掲示が望ましい

です。

・ 予算の大きさがちがいますが、以前住んでいた区は年間２万5000円分のチケットが

配布（子育て支援）され、文化講座、喫茶ミニランチ等使え、若いママが孤立しないよ

う工夫されていましたので、狛江は小さい市ですので5000～1万円ほど若いママ（パパ）

に子育て支援に予算を使っても、（９）の具体的な案として良いのではと感じます。

・ 子育て中はとても食費、衣料、学習にお金がかかります。そのため商店での買い物が

増えますが、大手スーパーではなく町のお店を利用できる施策がもっと必要。プレミア

ム商品券だけでなく。

・ 他から狛江に入るとほっとします。良い人が多く、住みやすいです。

・ かつては水と緑が豊かだったなぁ・・・。緑少なくなりましたよね。市民憲章、大切だと思

います。
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